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アリガタシマアザミウマの生態と防除効果

おお いし つよし やすだ けいU

沖縄県農業試験場害虫研究室 大 石 毅・安田 慶次

は じ め に
よび防除効果の概要について紹介する。

近 年， 滅農薬栽培作物を求める消費者の強い意向を受
I 特性および生態

げ， 生産者は化学合成殺虫剤の使用を低減するために 1 分類学上の位置

生物農薬の利用を進めている。 綱:昆虫綱 Insecta 

Thysanoptera 

Aeolothripidae 

Franklinothribs 

vesPiformis 

また， 欧米ばかりか我が国においても化学合成殺虫剤 目:アザミウマ目

の使用量を大幅に減らす方針を打ち出していることか 科:シマアザミウマ科

ら， 今後， ます ます生物農薬の需要は増加するものと考 属:フランクリノスリップス

えられる。しかし， 生物農薬の使用量は施設栽培に限っ 種:ベスピフォルミス

てみると欧米先進国の29�90%に対し， 我が国はわず

か1.5%に過ぎない。

現在， 圏内で使用されている生物農薬の多くは， 輸入

された外国産の天敵であり， 天敵の種類は十分とは言え

ない。「導入天敵の環境影響評価ガイドラインJ(環境

庁， 1999 年3 月) によると， 外国産の天敵等による生

態系への影響や遺伝子汚染の危険性が指摘されているこ

とから， 生物農薬といえども環境影響評価の視点、が欠か

せない。実際， アメリカなどでは生物農薬としての天敵

であれば， これ までは積極的に導入を図ってきたが， 近

年， 在来昆虫等への影響が指摘されるようになり， 天敵

導入に関しても慎重になりつつある。我が国でも今後は

生物農薬の開発に当たって土着天敵(国内産) に注目す

る必要があるだろう。

こうした情勢の中で， 沖縄県は県単独事業で土着天敵

を用いた生物農薬の開発を地元企業とともに進めてい

る。現在， アリガタシマ アザミウマ(Franklinothrips

veゆiformis) を有望な天敵として特許出願し， 生物農

薬としての登録のための試験を開始した。

国内ではアリガタシマアザミウマは1996年に沖縄県

の南部のインゲンマメおよびメロンで発見された捕食性

のアザミウマである(ARAKAKI and OKAJlMA， 1998)。

このアザミウマは農業上重要なミナミキイロアザミウ

マ等の アザミウマ類を捕食することから， 発見当初よ

り， 生物的防除資材として期待されていた。今回は， こ

れ まで行われてきた一連の研究の中から， 本種の生態お
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和名:アリガタシマアザミウマ

2 生物学的性質

分布:南アメリカ， 中央アメリカが原産国と考えられ

ており， タイ， マレーシア， 台湾に分布している。圏内

においては沖縄のみで分布が確認されている。

形態:成虫は体長2，5�3.0 mm， 体色は体全体が黒

色で， 腹部の一部が透き通るように白い(口絵写真)。

幼虫は赤と白の横縞模様を呈する(口絵写真)0 2齢幼

虫は十分に成熟すると葉の裏などに繭を作り， その中で

2 回煽化する(口絵写真)， 卵はソラマメ形で植物体に

産み込 まれ， その大きさはおよそ長さが0.38 mm， 直

径が0.13 mm程度である。

生活史:25'Cの恒温条件下では卵期間は8�9日， 幼

虫期間は5�6日， 蝋期間は8�9日， 産卵前期間はおよ

そ3 日， 産卵期聞は20 �22日で， 総産卵数は40 � 70個

である(新垣， 1998)。

性比:体内に共生する菌の作用により産雌単為生殖を

行うため， ほとんどが雌となり， 雄が生 まれるのは まれ

である(ARAKAKI et al.， 2001 )。

捕食の範囲:アザミウマ類のほかにナミハダニ， シル

ノfーリーフコナジラミおよびマメハモグリパエ幼虫を捕

食することが確認されている(表1)0

本種が確認された植物:これ までのところ， マメ科で

はインゲンマメ， ナス科のナス， ウリ干ヰのメロン， キュ

ウリ， ニガウリ， スイカ， トウガン， またキク科雑草の

タチアワユキセンダングサやミカン科のゲッキツで本種

の寄生が確認されている(表2)0 また， いずれの植物

体上においてもそのほかの植食性のアザミウマ類と混在

することから， 本種は主としてアザミウマ類を餌として

いると思われる。
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アリガタ シ マアザ ミ ウ マ の捕食 の可否
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表-1

種 虫

×

x

O

0

0

0
 

成虫

0

0

0

0

0

0
 

幼

マメハモグリパエ

シ ルバーリ ーフコ ナ ジ ラ ミ

ナ ミ ハ ダニ

ミ ナ ミ キ イ ロアザ ミ ウ マ

ミ カ ンキ イ ロアザ ミ ウ マ

ヒラズハ ナアザ ミ ウ マ

名

0 
4/5 

注 ) アリガタ シ マアザ ミ ウ マ雌成虫にそれぞれ の害虫の幼虫 と

成虫 を与え， 24時間観察した.0:捕食した x 捕食しなかっ

た.

5/25 5/ 18 

図-1 キ ュ ウリ で のアリガタ シ マアザ ミ ウ マ の ミ ナ ミ キ

イ ロアザ ミ ウ マに対す る 防除効 果 (キ ュ ウリ)

試験場所:沖縄県農業試験場.

5/4 5/ 1 1  

日(200 1年)

4/27 

査 月

4/20 

調

4/ 13 

表-2 沖縄県でアリガタ シ マアザ ミ ウ マが観察された植物

後に幼虫の定着が確認され， 長期にわたってミナミキイ

ロアザミウマの密度を抑制することが明らかになった

(図1 )。

名

イ ンゲ ン マメ， ギ ンネム

メロ ン， キ ュ ウリ ， ス イ カ ， ニガ ウリ， ト ウガ ン

タ チア ワ ユキ セ ン ダ ングサ， シ ロ ノ fナ セ ン ダ ン グサ

ゲ ッ キ ツ

ナ ス

種

マメ科
ウリ科
キ ク 科
ミ カ ン干ヰ
ナ ス科

名科

沖縄県は亜熱帯気候に属するため， 圏内では独特な生

物相を有し， 有用生物資源の宝庫として注目されてい

る。 また， 害虫の天敵に関しでも， 一般に休眠性を持た

ないため， 生物農薬として有望な種が数多く存在する。

これら非休眠性の天敵昆虫の多くは， 発育零点が130C

前後であり， 5 0C以下では数日間で死亡するため， 九州、|

以北の露地では越冬が困難だと思われる。本種は九州以

北では冬場は加温された施設内のみで生存が可能で， 例

え施設外に逃げ出したとしても世代を繰り返すことなく

死亡し， 標的とする害虫以外の生物に対し影響を与える

可能性は低いと考えられる。

本県では土着天敵を用いた生物農薬の開発を地元企業

とともに進めており， 現在アリガタシマアザミウマのほ

か， マメハモグリパエの天敵ノ、モグリミドリヒメコパチ

等についても試験を開始している。今後， さらに3種程

度の重要害虫の生物農薬を開発し， 沖縄プランドの天敵

として全国に供給することを目指している。

わお
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休眠性:現在， 本種の休眠に関して検討中であるが，

熱帯および亜熱帯地域に生息する昆虫の場合， 例外はあ

るが， そのほとんどが休眠性を有していないこと， また

沖縄の冬場(l�2月) の野外において幼虫と成虫が同

時に存在し， さらに成虫はその体内に卵を保有し， 産卵

も確認できたことから， 休眠性はない思われる。

3 天敵としての利用

(1 ) 標的とする害虫

数種のアザミウマ類を捕食することから， 果菜類にと

って被害の大きいミナミキイロアザミウマ， ヒラズハナ

アザミウマ， ミカンキイロアザミウマに対する生物的防

除資材として利用が期待される。

( 2 ) 放飼量と捕食活動

放飼のタイミングは害虫であるアザミウマ類の発生初

期に開始することが重要である。本穫の放飼量は害虫の

発生状況等より異なるが， 目安として株当たり l頭， 1 

週間間隔で3�4回放飼する。

本種の捕食活動に適した2 0 0C前後の場合， 1 日当たり

1O�30頭のミナミキイロアザミウマを捕食する。 また，

産雌単為生殖の性質を有していることから， 放飼開始直

後から産卵が行われ， 圃場におりる定着が容易であると

考えられる。

( 3 ) ミナミキイロアザミウマに対するアリガタシマ

アザミウマの防除効果

キュウリ闇場においてミナミキイロアザミウマに対す

る防除試験を行ったところ， 第1回目の放飼から1 か月


